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①ｱﾐﾉ酸は”ｱﾐﾉ基“と”ｶﾙﾎﾞｷｼﾙ基“を持つ化合物。

②生物に重要なｱﾐﾉ酸は側鎖（R）の違いで“20種類”。

③ｱﾐﾉ酸は様々な特徴を持つｸﾞﾙｰﾌﾟに分類できる。

⇒栄養学的には：必須ｱﾐﾉ酸･非必須ｱﾐﾉ酸

⇒構造的には：分岐鎖ｱﾐﾉ酸(BCAA)･芳香族ｱﾐﾉ酸など

まとめまとめまとめまとめ①①①① ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸のののの役割役割役割役割::::蛋白質蛋白質蛋白質蛋白質のののの原料原料原料原料
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体を作る蛋白質

筋肉：ｱｸﾁﾝ･ﾐｵｼﾝ

髪の毛：ｹﾗﾁﾝ

爪：ｹﾗﾁﾝ

皮膚：ｺﾗｰｹﾞﾝ
血液中の蛋白質

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ

ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

ﾄﾗﾝｽﾌｪﾘﾝ

繋がって、折りたたまれて、立体構造を形成

ﾎﾙﾓﾝ･ｻｲﾄｶｲﾝ･酵素等

ｲﾝｽﾘﾝ

成長ﾎﾙﾓﾝ

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ類

消化酵素

血液の中の蛋白質

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ

ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

ﾄﾗﾝｽﾌｪﾘﾝ

ﾎﾙﾓﾝ･ｻｲﾄｶｲﾝ･酵素等

遊離ｱﾐﾉ酸

体を作る蛋白質

筋肉：ｱｸﾁﾝ･ﾐｵｼﾝ

髪の毛：ｹﾗﾁﾝ

爪：ｹﾗﾁﾝ

皮膚：ｺﾗｰｹﾞﾝ

皮膚・骨の蛋白質として
骨格筋の蛋白質として

内臓の蛋白質として

••血液中血液中

••細胞液中細胞液中

TOTAL10ｋｇ/20%
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遊離遊離遊離遊離ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸のののの役割役割役割役割

NO:NO:NO:NO:୍㓟❅⣲୍㓟❅⣲୍㓟❅⣲୍㓟❅⣲
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ｱﾙｷﾞﾆﾝは血管･血液に関与しているｱﾐﾉ酸。

EPOEPOEPOEPO↑↑↑↑

HbHbHbHb↑↑↑↑

医学のあゆみ211(8)839 2004

Hb(gHb(gHb(gHb(g/dl)/dl)/dl)/dl)

遊離遊離遊離遊離ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸のののの役割役割役割役割

ﾛｲｼﾝは蛋白質合成に関与するｱﾐﾉ酸

新たなる知見として･･･

ﾛｲｼﾝ⇒末梢血単核球⇒HIFα↑
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①ｱﾐﾉ酸は蛋白質の原材料。

②体内のｱﾐﾉ酸は殆どが蛋白質として存在。

③遊離ｱﾐﾉ酸には様々な役割=機能がある。

⇒ｴﾈﾙｷﾞｰ･各種生体内成分の前駆体･生体調節など

まとめまとめまとめまとめ②②②② 血中遊離血中遊離血中遊離血中遊離ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸

血中遊離ｱﾐﾉ酸は複雑にﾘﾝｸし合い、その恒常性を保っている。
μμμμmolmolmolmol////LLLL

ひとたび、ある臓器に異変が起きひとたび、ある臓器に異変が起き

ると、遊離ｱﾐﾉ酸の恒常性は破綻ると、遊離ｱﾐﾉ酸の恒常性は破綻

し、様々な問題を起こし始める。し、様々な問題を起こし始める。

血中遊離ｱﾐﾉ酸は総量でも2g程度

肝硬変肝硬変肝硬変肝硬変とととと血中遊離血中遊離血中遊離血中遊離ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸

ᒱ㜧Ꮫ➨୍ෆ⛉ᒱ㜧Ꮫ➨୍ෆ⛉ᒱ㜧Ꮫ➨୍ෆ⛉ᒱ㜧Ꮫ➨୍ෆ⛉䡿䡿䡿䡿䢚䢚䢚䢚䡬䡼䡬䡼䡬䡼䡬䡼

•血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝの低下

•こむら返り

•易疲労感 など

分岐鎖ｱﾐﾉ酸の利用

肝機能低下が、分岐鎖ｱﾐﾉ酸･芳

香族ｱﾐﾉ酸の異常を引き起こす。

◎

腎透析腎透析腎透析腎透析とととと血中血中血中血中ｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉｱﾐﾉ酸酸酸酸
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透析前：必須ｱﾐﾉ酸は低値傾向

透析後：殆どのｱﾐﾉ酸は低下

＊ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸のみやや上昇
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まとめまとめまとめまとめ③③③③

①遊離ｱﾐﾉ酸は恒常性を保っている。

②臓器の異常は血中遊離ｱﾐﾉ酸の異常を引き起こす。

⇒肝硬変･腎不全など(透析前後でも変動あり)

③遊離ｱﾐﾉ酸異常の是正で症状が緩和できる。

⇒BCAAの応用など


